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薬物療法は古今東西変わらない治療手段です。大阪大学の源流にあたる「適々斎塾」を
主宰した蘭方医、緒方洪庵が愛用した薬箱が今も適塾に残されています。使用されてい
た薬は当時最先端の蘭方と漢方生薬・製剤で、その当時の新しい医療に対する洪庵の熱
き思いと挑戦を雄弁に語っています。また、中国渡来の本草学を日本独自のものへと進
化させる過程で、採薬を主とする物産学的研究を薬学者が担い、高品質の国内産薬物の
開発や生産に貢献してきました。近世の物産会は知識の流布と技術向上を促進し、製薬
業の萌芽へとつながります。さらに、21世紀を迎えた今、創薬をはじめとする医療科
学を総合的かつ先端的な手法により進展させることは、人類社会の共通の課題です。
本特別展では、新しい医療文化の形成の鍵となる「洪庵の薬箱」から、大阪大学の国際
的な薬物探究の歴史をたどります。そして、21世紀の薬箱にふさわしい新たな薬物の
探索・薬物治療の開発に関する最先端の研究を紹介します。

1Ch
ap
te
r 薬箱が語る世界から

01　ごあいさつ
02　洪庵の薬箱が語る新しい医療文化の萌芽
03　収められた薬から世界が見える（イメージ図）～蘭方と漢方の融合～
04　薬箱3段目に収められた生薬とは
05　薬箱4段目に収められた生薬とは
06　薬箱5段目に収められた生薬とは

07　適
てき

々
てき

斎
さい

薬
やく

室
しつ

膠
こう

柱
ちゅう

方
ほう
～薬の匙加減と初心者への手引き～

　　大阪市立大学学術情報総合センター所蔵（森文庫）
08　薬箱2段目に収められた自家製剤とは
09　洪庵が晩年に使用した2つめの薬箱とはより有効で使いやすい薬の探求
　　～製剤化への道のり

10　適塾に薬室はなかった？

11　薬
やくしゅ

種御
おんあらため

改指
さしあげもうす

上申一
いっさつひかえちょう

札控帳　道修町資料保存会所蔵（大阪市指定文化財）
12　世界の薬は道修町に集まる～全国の薬種流通の中心地
13　世界の薬は道修町に集まる～長崎で取り扱っていた薬のリスト（村上文書抜粋）

緒方洪庵の薬箱

詳しくは、P4へ
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2天然物を素材にする(2分)
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3
Chapter

21世紀の薬箱
～最新の創薬研究～2Chapter

高品質薬
供給への使命

14　知識と技能の向上をめさして～物産会の系譜～
　　正確な知識・情報の発信～啓発事業の試み～
15　乃村工藝社 博覧会資料コレクション
　　元ト昌平坂聖堂ニ於テ博覧会図　昇斎一景画　1872年（明治5）
　　大博覧会物品録（第4回京都博覧会）1875年（明治8）
　　京都博覧会之図（第6回京都博覧会）櫻井百嶺画　1877年（明治10）
　　明治期以降・各種引札（広告）・チラシ類①
　　くすりの道修町資料館所蔵/パネル借用
16　漢方エキス剤開発の歴史
1718漢方エキス剤ができるまで
19　道修町が果たした近代薬学教育
20　近代の薬学教育～大阪大学薬学部へ～
21　大阪大学薬学部生薬標本資料室（1960年代）
22　生薬産地地図
23　中国産生薬の流通経路
24　甘草の産地状況（野生品）～資源保護と安定供給～
25　甘草の基原植物と日本輸入量の推移

26　最先端の有機化学を駆使した
　　人工核酸の設計と化学合成
27　未来医療の実現を目指した人工核酸の開発
28　医薬シーズ探索のための海洋生物の採集
29　マナマコが作る水虫治療薬
30　PCA-1研究成果に基づく前立腺癌治療創薬
　　前立腺癌からPCA-1の発見と機能解析
31　PCA-1を分子標的とする前立腺癌治療創薬
32　バイカリンの前立腺癌細胞増殖抑制作用
33　作用を見る～生薬の不思議～
34　多様性をつかむ～メタボロミクス～
35　メタボロミクスの
　　生薬品質評価・管理・処方への応用

道修町「神農祭」のくす玉飾り

詳しくは、P6へ 詳しくは、P10へ
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薬箱3段目に
収められた生薬とは04

収められた薬から
世界が見える（イメージ図）

～蘭方と漢方の融合～
03

02

01ごあいさつ

薬箱が語る
新しい医療文化の萌芽

03 収められた薬から
世界が見える（イメージ図）

04

薬箱3段目

05

薬箱4段目

緒方洪庵の薬箱

洪庵の薬箱には、薬袋入りの生薬、洋薬ビン、自家製の丸剤、ハサミ
とメス（残存せず）が収められています。旃那（センナ・緩下剤）、
遠志（オンジ・利尿　痰剤）、摂綿（セメン・虫下し）、健質（ゲンチ
アナ・強壮解熱剤）など、蘭方医ならではの生薬が多く含まれます。
西洋の蘭方薬と東洋の漢方薬の両方がつまった洪庵の薬箱には、当時
の最先端の「世界」がつまっていると言っても過言ではありません。

米田該典（元大阪大学総合学術博物館・薬学研究科）の研究から、内
蔵される54種の生薬はすべて現在の生薬で再現できることが明らか
となりました。動物・植物・鉱物の薬用部位を乾燥した生薬が中心です。

A

H

近代の文芸と道修町
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薬物療法は古今東西変わらない治療手段です。大阪大学の源
流にあたる「適々斎塾」を主宰した蘭方医、緒方洪庵が愛用
した薬箱が今も適塾に残されています。その中の薬は当時最
先端の蘭方と漢方生薬・製剤で、新しい医療に対する洪庵の
熱き思いと挑戦を雄弁に語っています。

世界の薬は道修町に集まる
～全国の薬種流通の中心地12

江戸時代の大坂は、天下の台所といわ
れ、物流・経済の中心でした。諸国の
物産は大坂に集まり、全国に出荷され
ました。道修町の薬種仲買仲間はくす
りの原料となる「薬種」を扱っていま
した。長崎へ輸入された「唐薬種」も、
国内各地から集まる「和薬種」も、大
坂で目方を改め、品質を鑑別し、価
格を決定して諸国に売りさばかれま
す。このような流通経路は享保年間
（1716～36）に定まりました。

06 薬箱5段目に
収められた生薬とは
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薬箱5段目薬箱5段目薬箱5段目
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大阪市立大学学術情報
総合センター所蔵（森文庫）
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上申一
いっさつひかえちょう

札控帳
道修町資料保存会所蔵
（大阪市指定文化財）
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1954年 高橋真太郎※（当時大阪大学助教授、のち
教授）、木村康一※（当時京都大学教授）、
山元豊治（章平）らの指導、桑野重昭※の
努力により、漢方エキス剤の製造を目指し、
開発の手掛かりを得る

1957年 漢方エキス製剤を量産、製造販売を開始

1967年 漢方エキス製剤6品目が健康保険薬価基準
に収載される

F

6

高品質薬
供給への使命

漢方エキス剤開発の歴史16

漢方エキス製剤が本格的に流通するのは、1957年に小太郎漢方製薬が35処方
の製造販売を開始してからです。本開発は、当初から大阪大学薬学部で研鑽した
研究者達※が協力し、達成した成果といっても過言ではありません。

当時の製造工程 当時の製造機械

高橋真太郎（昭和29年頃）

1957年
はじめて流通販売された漢方エキス剤

大学での公開講座風景（1965年）

15

乃村工藝社
博覧会資料コレクション

メルク生薬標本

19
14

22

道修町が果たした
近代薬学教育

正確な知識・情報の発信

生薬産地地図

小太郎漢方製薬提供

D
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漢方エキス剤
開発の歴史

薬用資源保護と安定供給

中国の本草学を日本独自のものへと進化させる過程で、採薬を主とす
る研究を薬学者が担い、高品質の国内産薬物の開発や生産に貢献して
きました。近世の物産会は知識の流布と技術向上を促進し、製薬業の
萌芽へとつながります。現在でも、生薬の品質はすべての研究の根幹
をなしています。常に最新の知識と研究成果に基づき、生薬の品質維
持・向上をリードしてきた大阪大学薬学部・薬学研究科のあゆみにつ
いても紹介します。

甘草の基原植物と
日本輸入量の推移25

甘草はグリチルリチンの原材料に使用するため、原形生薬が輸入されていま
したが、近年はエキスなどの加工品の輸入が増大し、原形生薬の輸入は減少
してきました。日本企業がオーストラリア（青）で栽培した甘草が1997年
以降の輸入に見られることは興味深いことです。中国における甘草の採取に
対する規制が厳しい現在、甘草の資源確保は日本にとって大きな課題となっ
ているため、栽培化が試みられています。

G.glabra G.uralensis G.infl ata

甘草の産地状況（野生品）
～資源保護と安定供給～24

加工は甲～丁級に分けられます。農民1人が1日かかって掘り取れる
甘草はせいぜい15～20㎏です。しかし、数千、数万の農民が至る所
で採掘し、掘り空けた穴はそのまま放置されます。このことが草原の
砂漠化の一因として挙げられ、黄砂等の社会問題の種となっています。

①野生保護地区（陜西省定辺）

④加工前の甘草の山

②農民による掘上げ

⑤加工風景

③甘草を採集する農民

⑥加工済みの甘草

②栽培2年目における試し掘り栽培2年目における試し掘り②栽培2年目における試し掘り①西北甘草の栽培試験地西北甘草の栽培試験地 ③栽培甘草の地下部の成長は良好栽培甘草の地下部の成長は良好①西北甘草の栽培試験地

現在では、中国における
甘草の栽培化も進みつつある
日本企業が、2000年より中国の西北地区（陜西省）
において甘草の栽培を進め、資源保護と安定供給に努
めています。

特徴：
1．野放栽培方式（肥料や農薬を使用しない）
2．斜面により収穫作業が容易

栃本天海堂提供

23 24 25

21

20

1716

藤澤友吉寄贈の生薬標本
（旧藤沢薬品・現アステラス製薬）

近代の薬学教育
～大阪大学薬学部へ～

大阪大学薬学部生
薬標本資料室（1960年代）

漢方エキス剤が
できるまで

メルク生薬標本

③栽培甘草の地下部の成長は良好

E

18

F

D

1957年
はじめて流通販売された
漢方エキス剤
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8

高品質薬供給への使命

19 道修町が果たした近代薬学教育

明治政府が西洋医学を公的に取り入れたため、洋薬に対する薬業者の知
識を深め薬剤師制度や近代薬事制度をつくる必要がありました。
大阪では道修町を中心に1875年大阪司薬場の教官を招き、薬業者を対
象にした講習会を開いたり、夜学校を設立するなどしました。明治19
年（1886）、売薬（現在の家庭薬）業者により、伏見町1丁目に「大
阪薬学校」が設立されました。同年、薬種業者・製薬業者により道修町
2丁目に「大阪薬舗学校」が開校しています。同23年（1890）には、
両者が合併し「共立薬学校」となりました。
その後「私立大阪薬学校」を経て、大正6年（1917）「大阪薬学専門学校」
に昇格しました。戦後は、新制大阪大学に寄付され「大阪大学薬学部」
となって、現在にいたります。
明治19年（1904）、道修町3丁目に「大阪道修薬学校」が開校、夜
間の薬学講習を行いました。翌年、昼間女子部を開設し、大正14年
（1925）から昼間女子部を「帝国女子薬学専門学校」に昇格させました。
戦後は男女共学となり、昭和25年（1950）に「大阪薬科大学」とな
りました。

大阪大学薬学研究科校舎

年　　月 学校名（所在地） 学校名（所在地）

1873年 司薬局
1874年 医制（東京司薬場 1874　京都1875　大阪1875）
1882年 薬学校通則

1855年 明治18年10月 大阪理化学校
1886年 〃 19年10月 大阪薬学校（東区伏見町1）
1887年 〃 20年 1月 大阪薬舗学校（東区道修町2）

〃 20年11月 大阪薬学会附属薬学校（東区道修町）
1890年 〃 23年 2月 関西薬学校（東区道修町2）
          〃 23年 7月 共立薬学校（大阪薬学・関西薬学合併）
1892年 〃 25年 6月 大阪共立薬学校
1894年 〃 27年 1月 大阪共立薬学校（北区今井町）
1901年 〃 34年 4月 私立大阪薬学校（名称変更）
1903年 〃 36年 4月 大阪薬学講習会（夜間）
1904年 〃 37年 1月 私立大阪薬学校

〃 37年 5月 大阪道修薬学校（夜間）（東区道修町3）
1904年 〃 37年 9月 大阪度生薬学校女子部（昼間）
1909年 〃 42年 1月 大阪女子薬学校分離（移転）（北区上福島3丁目）
　　　　 〃 42年11月 道修薬学校（東区南久太郎1）
1911年 〃 44年 7月 女子部を閉鎖するも直ちに再開
1916年 大正 5年 2月 私立大阪薬学校移転（南区日本橋5）
1917年 〃 6年 4月 私立大阪薬学専門学校（名称変更）
1920年 〃 9年 7月 （財）大阪薬学専門学校となる
1921年 〃 10年 7月 女子部は薬学専門学校に昇格
1924年 〃 13年 9月 帝国女子薬学専門学校に改称・移転（北河内群守口町）
1930年 昭和 5年 大阪薬学専門学校は豊中市刀根山に移転
1931年 〃 6年 5月 大阪帝国大学創設（北区常安町・現中之島）
1932年 〃 7年10月 同上、南河内郡高見里に移転
1949年 〃 24年 4月 大阪大学医学部薬学科を創設

〃 24年 4月 大阪薬学専門学校を大阪大学附属薬学専門部にして移管
　　　　 〃 24年 6月 附属薬学専門部は全学生の卒業によって廃止
1950年 〃 25年 大阪薬科大学（共学）となる
1951年 〃 26年 3月 医学部薬学科の学生は初めて専門課程に進学
　　　　 〃 26年 4月 近畿大学薬学部開設（東大阪小若江）
1954年 〃 29年 3月 大阪大学医学部薬学科は大阪大学薬学部に改組
1975年 〃 50年 3月 　同　薬学部移転（吹田市山田丘）
1978年 〃 53年 4月 摂南大学薬学部開設
1995年 平成 7年 大阪薬科大学移転（高槻市阿武山）
1998年 〃 10年 4月 大阪大学大学院薬学研究科設置
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漢方薬展での説明風景（1965年）

知識と技能の向上をめさして～物産会の系譜～
正確な知識・情報の発信～啓発事業の試み～14

薬物が大衆へ広がっていく過程で、日本の風土に合った独自
の薬物学の確立が求められました。博物物産学の流れは、中
国の本草学にはなく、日本独自の発展をとげてゆきます。
江戸中期より、薬種を持ち寄って情報交換する「物産会（薬
品会）」が開かれるようになります。薬品専門の物産会の最
初は、平賀源内が発案し、田村藍水を中心として宝暦7年
（1757）江戸の湯島で開かれた会で、180種の品が出品さ
れたといいます。
大坂でも宝暦10年（1760）、自宅に「百卉園」を開いて
植物を栽培していた戸田旭山が「薬品会」を開きました。参
加者に「草木、金石、虫魚、鳥獣等の薬食の用に立る物」の
持参を求め、有名な町人学者の木村蒹葭堂も参加して、全
241種が出品されました。
薬にかかわる人々が集まり、実物を前に討議することで、鑑
定や判別の能力を向上させるまたとない機会となりました。
明治時代になると大規模な博覧会で薬品が陳列されました。

物産会が薬学の知識向上の場であったように、大阪大学の薬
学研究は、常に最新の知識と成果に基づき、生薬の品質維持
や医療現場における使用方法などについて指導・支援を継続
してきました。
薬害などの問題が生じた昭和30年代末、漢方医療の再認識
を求める動きがおこりました。そこで「漢方薬展」を開き、
漢方への理解を広め、医療技術の向上・拡大が目指されまし
た。当時、大阪（昭和40年）を皮切りに各地で開催された
漢方薬展に大阪大学が学術協力しました。

「現代の漢方薬展」実行委員会関係者

近代の薬学教育～大阪大学薬学部へ～
大阪大学医学部薬学科現況一覧（昭和28年2月）より抜粋20

【沿革】
本学科（大阪大学医学部薬学科）は昭和24年5月設立されたもので
あるが、財団法人大阪薬学専門学校がその有する校舎、設備、敷地を
すべて大阪大学に寄附したため、それを母体にして出発したものであ
る。（中略）薬学科担当教授の選任に当たっては選考委員会を設け、
東大および京大薬学科の支援の下に広く人材を求め、昭和27年度を
もって一応完成されるに至った。更に教授陣並びに設備の充実と共に
昭和28年度より大学院の設置を予定している。

【施設概要】図書、標本、機械器具
●標本（生薬標本）
西洋生薬標本：メルク　一組（230種）：ペニック　一組（200種）
和漢薬標本：津村研究所（240種）：キリン（200種）：大阪市場
（1000種）

【大阪大学医学部薬学科現況一覧（昭和28年2月）より一部抜粋】

薬学科講座内容：
講座名：生薬学
学科名（担当教官）： 薬用植物学（木村康一　教授）
 生薬学（高橋眞太郎　助教授）
 植物化学 （村上信三　教授）

  （竹本常松　助教授）

旧校舎全景（昭和33年） 新校舎完成（昭和40年）

生薬学講座（昭和33年）

【大阪大学薬学部創立50周年記念（1999）より】

E 藤澤友吉寄贈の生薬標本
（旧藤沢薬品・現アステラス製薬）



3
Chapter

10

21世紀の薬箱
～最新の創薬研究～

27
未来医療の実現を目指した
人工核酸の開発

人工核酸は、細胞の中で病気に関
わる遺伝子のmRNAやDNAと強
く結合する。それにより、病気の
原因となるタンパク質（protein）
の産生を抑えることができる

26 27

未来医療の実現を
目指した人工核酸の開発

28

29 マナマコが作る
水虫治療薬

医薬シーズ探索のための
海洋生物の採集

33 天然物の作用を見る
心筋細胞は、すべての細胞の中
で唯一、自動拍動能を持ちま
す。適した培養環境で観察する
と正常拍動を維持します。その
特徴を利用して病態モデルを作
製し、有用生薬や成分の探索と
作用解析を行います。

35
メタボロミクスの生薬品質
評価・管理・処方への応用

高度な品質管理への応用
タンポポ（Taraxacum）属植物（Dandelion、蒲公英）は古くから欧州・アジアで
利尿、催乳など民間薬的に汎用されてきました。しかし、特に中国では基原植物の名
称の混乱による不安定な品質が問題となっています。

主成分分析によるタンポポの産地判別
青点はポーランド産ドイツ市場品、赤点が中国市場品を表し、点の位置
が近いと成分の組成が似ていることを示します。点を囲んでいる円は同
一のロットであることを表しています。
産地判別
青点と赤点とがそれぞれ別の位置にプロットされています。つまり産地
によって異なっている成分を区別することが可能です。
成分比較
ロット毎にプロットされている位置が少しずつ異なっています。つま
り、ロット間の微妙な成分の差も識別可能です。

生薬処方への応用
タンポポ焙煎処理による成分変化
用いた試料はポーランド産ドイツ市場品で、青点が焙煎前、茶点が焙煎後の試料を表
しています。点を囲んでいる円は同一のロットであることを表しています。
Taraxacum属植物の薬用資源としてのさらなる有効活用を目指しています。

焙煎効果
焙煎処理によって点の位置が収束しており、ロット間
のばらつきが減少していることがわかります。

35

DVD/CG

DVD/CG

DVD/CG

研究対象

拍動解析装置
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1天然物の作用を見る（2分） ………… 薬箱が語る世界から ～新しい医療文化の萌芽～
2天然物を素材にする（2分） ………… PCA-1を分子標的とする前立腺癌治療創薬
3天然物の構造から学ぶ （6分）  ……… 未来医療の実現を目指した人工核酸の開発

DVD/CG映像放映（上映時間：約12分）G

21世紀を迎えた今、創薬をはじめとする医療科学を総合的
かつ先端的な手法により進展させることは、人類社会の共通
の課題です。「洪庵の薬箱」の精神を受けつぎ、大阪大学で
は国際的な薬物探究の歴史が積み重ねられ、今に至ります。
ここでは、21世紀の薬箱にふさわしい新たな薬物の探索・
薬物治療の開発に関する最先端研究を紹介します。

29 マナマコが作る水虫治療薬
棘皮動物のマナマコ（Stichopus japonicus）は日本人にとって、冬の
珍味としてなじみ深い海産物の一つです。マナマコは、中国では海の人
参（海参）と呼ばれ、薬物書「本朝食鑑」にも滋養強壮薬、皮膚病薬、去
痰薬としての効果の記載がある生薬でもあります。私たちの研究グループ
は、マナマコから強力な抗真菌活性を有する二つの有効成分を単離し、そ
れらの化学構造を明らかにすることに成功しました。Holotoxin Aおよび
Bと命名したこれらの成分は、水虫治療薬として実用化されています。

31
PCA-1を分子標的とする
前立腺癌治療創薬

これまでの研究によりPCA-1のメチル化DNA脱メチ
ル化酵素活性を阻害する化合物が前立腺癌分子標的治
療薬となる可能性が示されました。そこで酵素阻害活
性評価系などを確立し、天然物ライブラリーなどを用
いてPCA-1酵素活性を阻害する新規化合物の探索を
進めています。その後、PCA-1のX線結晶構造解析
情報などを基にしたコンピュータ計算で、新規化合物
の最適化を行います。このようにして作成された化合
物は、毒性の評価やヒト前立腺癌細胞を移植したヌー
ドマウスを用いて有効性の評価を行います。一方、
PCA-1の発現強度と内分泌療法抵抗性前立腺癌の出
現期間との間で高い相関性も認められ、PCA-1発現
解析による予後予測診断への応用も期待できます。
現在、この研究は文部科学省知的クラスター創生事業
「先端バイオ創薬」により進められています。

34

多様性をつかむ
～メタボロミクス～

30

31

32

33作用を見る
～生薬の不思議～

PCA-1を
分子標的とする
前立腺癌治療創薬

G

DVD/CG



2008年10月31日（金）～12月20日（土）
大阪大学総合学術博物館 待兼山修学館

10時～16時30分　入場無料
日・祝は休館。ただし、11月2日（日）、3日（祝）は開館

【主　催】 大阪大学総合学術博物館
【共　催】 大阪大学大学院薬学研究科
【協　力】 大阪大学21世紀懐徳堂、適塾記念会、
　　　　 くすりの道修町資料館、少彦名神社、乃村工藝社

〒560-0043　大阪府豊中市待兼山町1-20
TEL.06-6850-6284
http://www.museum.osaka-u.ac.jp/

第8回ミュージアムレクチャー
日 03：61～00：51）土（31/21・）水（21/11：時

「：題演 洪庵の薬箱に秘められた最先端の医療 ～医歯薬系学生のための特別レッスン～」
子直橋高・子京橋高科究研学薬）兼（館物博術学合総：師講

第9回ミュージアムレクチャー
日 」ぞなのポポンタ「：題演03：61～00：51）土（22/11：時

人昭野高学大科薬和昭：師講

第10回ミュージアムレクチャー
日 「：題演03：61～00：51）土（6/21：時 五感で楽しむ ～ハーブの世界～」

：師講 薬学研究科附属薬用植物園　道下 雄大

博物館員による展示解説
日 ～（30分程度）00：41）土（6 ）土（・13/21：時
※当日直接会場へお越しください。

■交通のご案内：
　阪急宝塚線「石橋駅」下車、徒歩10分　

特別展に関連したイベント
ミュージアムレクチャー 【定員40名（当日先着順）】

全会期中、特別に道修
町の神農祭（少彦名神
社、例年11月22日、
23日）の薬玉飾りをロ
ビーに飾ります。

※駐車場はございません。公共機関をご利用く
ださい。

　また、当館はバリアフリーですので、障害者向
駐車スペースをご活用ください。

大阪大学公開講座「くすりと医療」
日 03：41～00：31）土（92/11：時

ター 1階研修室ンセンョシンベンコ学大阪大：所場
」用作と質品：性様多の薬漢和「：題演

薬学研究科　高橋 京子）兼（館物博術学合総：師講

公開講座

事前申込必要・問合せ先・薬学研究科庶務係　TEL.06-6879-8144（直通）
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Tool from traditional medicines 
is useful for health-medication: 
Bezoar Bovis and taurine.

Takahashi K. 
Azuma Y, 

Kobayashi S, 
Azuma J, 

Takahashi K, 
Schaffer SW, 
Hattori M, 
Namba T.

Adv Exp 
Med Biol,

643: 
95-103 

2009

Beneficial effect of taurine 
treatment against 

doxorubicin-induced 
cardiotoxicity in mice.

Ito T, Muraoka 
S, Takahashi 

K, Fujio Y, 
Schaffer SW, 

Azuma J.

Adv Exp 
Med Biol, 

643: 65-74 2009
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Curcuma drugs and curcumin 
regulate the expression and 

function of P-gp in Caco-2 cells 
in completely opposite ways. 

Hou XL, 
Takahashi K, 

Tanaka K, 
Tougou K, Qiu 
F, Komatsu K, 
Takahashi K, 

Azuma J.

Int J 
Pharm.,

358; 
224-229

2008

   
132, 

270-275  
2008 

2009

7/2 4 2008

CYP3A4 23 5/20 22 
2008

Gender-specific approaches to the 
alternative medicine: The benefits of 
enterolactone on cardiac cells,

The 7th

International 
Symposium on 
Natural 
Medicine and 
Microflora, 
Toyama, Japan

8/2-4, 2008

Taraxacum 25 8/30-31
2008
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2008
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2009
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“Specific molecular motion of adamantane 
induced by hydrophobic nano-slits in ACF 
as studied using solid state 1H, 2H and 13C 
NMR” 

Hiroaki Omichi, 
Takahiro Ueda,* Yu 
Chen, Keisuke 
Miyakubo and Taro 
Eguchi

Mol. Cryst. 
Liquid Cryst.

490, 91-105 2008 9
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13C CP/MAS NMR study of 
accommodation of various organic 
molecules in (±)-[Co(en)3]Cl3 ionic crystal 
and their local structure” 

Takahiro Ueda,* 
Naomi Nagaoka, 
Taro Eguchi, and 
Nobuo Nakamura

Micropor. 
Mesopor. 
Mater.

117, 185-192 2009 1

129Xe NMR

 
 25(3), 109-116 2008 9  

IRMOF-1([Zn4O(BDC)3]n)

  19
 

pp. 25-28 2008 12  

Intercalation of Biogenic Amines into 
Layered Zirconium Phosphates 

Aki Hayashi, Yuri 
Yoshikawa, Nami 
Ryu, Hirokazu 
Nakayama, 
Mitsutomo 
Tsuhako, and Taro 
Eguchi 

Phosphorous 
Research 
Bulletin 

22, 48-53 2008  

“Thermal Anomaly and Molecular Motion of Organic 
Molecules Confined in the Nanocavity of Metal-Organic 
Frameworks IRMOF-1”, 

International 
symposium of 
NANOPOROUS 
MATERIALS - V 
(NANO-5), 
Vancouver, UBC, 
Canada

2008 5 25
28

“One-dimensional hydrogen bonding formation of water 
in organic zeolite and their proton conductivity”,  

International 
symposium of 
NANOPOROUS 
MATERIALS - V 
(NANO-5), 
Vancouver, UBC, 
Canada

2008 5 25
28

“Thermal Anomaly and Molecular Motion of Organic 
Molecules Confined in the Nanocavity of Metal-Organic 
Frameworks IRMOF-1”,  

Symposium on 
Future Challenges 
for Carbon-Based 
Nanoporous 
Materials,  
Graduate School of 
Sci. and Tech. 
Chiba University

2008 7 11
12

“Molecular Dynamics of Adsorbed Molecules in ACF 
Hydrophobic Nanoslits as Studied by Solid-state NMR” 

Symposium on 
Future Challenges 
for Carbon-Based 
Nanoporous 
Materials,  
Graduate School of 
Sci. and Tech. 
Chiba University

2008 7 11
12
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“Specific molecular motion of adamantane 
induced by hydrophobic nano-slits in ACF 
as studied using solid state 1H, 2H and 13C 
NMR” 

Hiroaki Omichi, 
Takahiro Ueda,* Yu 
Chen, Keisuke 
Miyakubo and Taro 
Eguchi

Mol. Cryst. 
Liquid Cryst.

490, 91-105 2008 9

13C CP/MAS NMR study of 
accommodation of various organic 
molecules in (±)-[Co(en)3]Cl3 ionic crystal 
and their local structure” 

Takahiro Ueda,* 
Naomi Nagaoka, 
Taro Eguchi, and 
Nobuo Nakamura

Micropor. 
Mesopor. 
Mater.

117, 185-192 2009 1

129Xe NMR
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編集後記
『大阪大学総合学術博物館 年報 2008』は、2002 年に阪大博物館が発足して以来、7冊
目の実質的な年度報告書です。
昨年までと異なる点は、2008 年度の活動が 2007 年の夏にリニューアルオープンした
待兼山修学館展示場を中心に行なわれたことです。博物館設立以来、毎年恒例となった企
画展や特別展も、待兼山修学館展示場に場を移したことで、これまで以上にじっくりと腰
を落ち着けて観覧できる展示を提供できるようになりました。また昨年好評いただいた「夏
の小学生科学体験教室」を引き続き企画し、多くの小学生に本物の科学を伝えることがで
きたと思います。さらに、学内の関係部局の協力のもと、2008 年度の新たな試みとして
サイエンスカフェがスタートいたしました。この年報にもその様子を掲載しましたが、老
若男女を問わず大勢の方々に“学問することの面白さ”を伝えることができたのではない
かと自負しています。このように、阪大博物館は創設 7年目にして、文科系、理科系を問
わず学問としてのサイエンス（科学）を易しい言葉で一般の方々に伝える、まさに“知の
インタープリター（通訳者）”として、充実した年を迎えたと思います。皆様にも、その一
端をぜひ体感していただきたいと思います。

（文責　上田　貴洋）

大阪大学総合学術博物館
年報　2008
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